
 
 昨年12月の半ば頃、8月号でお知らせしたのと同

じ場所で（県道から鷹の巣方面に入ってすぐ）また

しても大量の不法投棄があり、総合支所に通報しま

した。ポイ捨てが発覚したら罰金１０万円、悪質な

場合、懲役刑ですよ！！ 

  家族介護教室のご案内 
 

 『衣川を元気にし隊』 事務局から、令和

７年1２月２６日、おかげさまで１８１１名に

ご協力をいただき、感謝申し上げますと報

告がありました。            

 また、令和８年１月１５日に奥州市に防

災無線設置について要望書を提出したと

連絡がありました。 

『衣川を元気にし隊』   隊 長   三浦 正幸 

                事務局   佐藤  信治 

              衣川表 TEL ５２－３９３９  

 

■日時  令和8年２月13日（金）  午後1:30～3:30 

■場所  南股地区センター 

■人数  先着20名       

※ 詳細は別紙チラシをご覧ください。 

 

■編集発行 南股地区振興会 ■Ｅメール minamimataｔｔ@yahoo.co.jp 令和８年１月２２日（木） 

■連絡先〒029-4483奥州市衣川沼野38-9南股地区センター内 ☎0197-52-3644 FAX：0197-34-1310 

  

     太陽のようにエネルギーが強く、活力に満ちた行動的な1年 

                                 南股地区振興会 会長 塚本康雄 

 新年明けましておめでとうございます。 

 地域の皆さまには、日頃より南股地区振興会事業には、積極的にご協力をいただきまし

て感謝とお礼を申し上げます。 

 今年の干支は、「丙午（ひのえうま）」の年です。丙午（ひのえうま）は、日本で最もよく知ら

れている暦の迷信で、一般にはその年生まれの女性の気性や運勢について良くない言い

伝えがあります。（女児）出生が避けられ、６０年に1度出生数が減る現象として知られてい

ます。令和8年はその丙午（ひのえうま）の年にあたります。年間出生数が約６９万人という

超少子化状況にあって、令和の丙午（ひのえうま）では、一段の出生減があるのかどうか

に注目が集まっています。 

 十干（じっかん）の「丙（ひのえ）」は陽の「火」、燃え盛る太陽のような強いエネルギーを表

し、「明るい」「暖かい」「活発」「強い生命力」の象徴です。 

 十二支の「午（うま）」は陽の「火」、正午は太陽が高く昇った時刻であることから、燃え盛

る火、活力に満ちた状態を表します。 

 ということで、今年は２つの陽の「火」が重なり、太陽のようにエネルギーが強く、活力に

満ちた行動的な年ということになります。 

 南股は多くの課題を抱えてはいますが、会長として活力に満ちた新しい取り組みを、意欲

的・積極的な姿勢で取り組んでまいります。 

 また、南股地区センターは、「楽しい地区センター」「役に立つ地区センター」として運営し

てまいります。お気軽にご利用いただければと思います。 

 今年一年皆さまにとりまして、幸多き一年でありますことを心からご祈念 

申し上げ新年のあいさつといたします。 



 

 

 

 

 令和7年12月27日（土） 大原公民館にてクリスマス会が開催されました。20名の参加者は、恒

例のビンゴゲームでは手に汗を握る熱戦が繰り広げられそれぞれスリルを満喫していました。そ

の後、女性部の方の手作りとすけもの大会も行われ、冠やお菓子のネックレスなどが当たり大盛

り上がり。最後はみんなでおいしくケーキを食べて楽しいクリスマス会の幕が閉じました。 

※（令和7年度奥州市歳末たすけあい運動「地域福祉活動助成」事業） 

 令和8年1月8日（木）、河内サロン＆萩の会による元村長・佐々木秀康さんの講演会が開催されました。 

社会福祉協議会の阿部香織さんの出席をいただき総勢19名の参加者は、いつもの口調で話す秀康さん

のお話についつい聞き入ってしまい、予定時間を大幅に超えるほどでした。普段の生活での心掛けから村

長時代の苦労（笑い？）話、国会議員との交渉術、海外視察でのハプニング等90歳とは思えない体力と話

術にこちらのほうが元気をもらいました。 

※（令和7年度奥州市歳末たすけあい運動「地域福祉活動助成」事業） 

 

 

 

 

 令和8年1月11日（日）「ふれあい小正月in噌味」を開催しました。当日は、集落外からも参加が有り、子供

7人、大人17人で楽しく行われました。昨年秋、大学生4人が奥州市社協に研修に来た時、学生からの『小

正月行事を広く小学校等に呼び掛けて、噌味で行う』提案を受けて実施したものです。水木団子づくりや、

カットフルーツで餅を食べたり、従来の味だけでなく「新しい餅の食べ方」に挑戦しました。 

 令和8年1月１4日（水）、畦畑公民館にてみずきならし（水木団子）づくりを行いました。いつものサロンメン

バーに加え、お孫さんたち3人も入りにぎやかにスタート。しかも尺八と琴を習っている子たちが演奏する豪

華な環境・・・とここでハプニング。ミズキの枝は演奏者の真上。にもかかわらずジイチャンバアチャンたち

は、粉だらけの手で飾り付けます。ちょっと頭を白くした子たちは苦笑いしながら1曲目を終えて場所を移

動、気を取り直して2曲目に。終わる頃には飾りつけも終了し、アクシデントにもめげづ演奏しきった子たち

に惜しみない拍手が送られました。厳かな音色なのに笑いが絶えない時間でした。 

※（令和7年度 奥州市歳末助け合い運動「地域福祉活動助成」事業） 


